
 

新旧対照表 

 

改正後 改正前 

渋谷区旅館業法施行条例 

 

第１条から第３条まで （略） 

 

第４条 法第４条第２項の措置の基準は、次のと

おりとする。 

第１号から第６号まで （略） 

第７号 浴室については、次の措置を講じるこ

と。 

アからウまで （略） 

エ 貯湯槽を使用するときは、次の措置を講じ

ること。 

 

 

（ア）及び（イ） （略） 

オ 浴槽水を循環させるときは、次の措置を講

じること。 

（ア）から（オ）まで （略） 

カ （略） 

第８号から第９号まで 

第１０号 便所に備え付けるタオル等は、清潔

なものとし、宿泊者ごとに取り替えること。 

 

第１１号 （略） 

 

第５条から第６条まで （略） 

 

第７条 旅館業法施行令（昭和３２年政令第１５

２号。以下「政令」という。）第１条第１項第８

号の規定による旅館・ホテル営業の施設の構造

設備の基準は、次のとおりとする。 

 第１号から第６号まで （略） 

第７号 浴室は、次の基準によること。 

ア 共同用の浴室又はシャワー室を設ける場合

には、次の構造設備の基準によること。 

渋谷区旅館業法施行条例 

 

第１条から第３条まで （略） 

 

第４条 法第４条第２項の措置の基準は、次のと

おりとする。 

第１号から第６号まで （略） 

第７号 浴室については、次の措置を講じるこ

と。 

アからウまで （略） 

エ 温泉法(昭和２３年法律第１２５号)第２条

第１項に規定する温泉を貯留する貯湯槽(以下

単に「貯湯槽」という。)を使用するときは、

次の措置を講じること。 

（ア）及び（イ） （略） 

オ ろ過器等を使用して浴槽水を循環させると

きは、次の措置を講じること。 

 （ア）から（オ）まで （略） 

 カ （略） 

第８号から第９号まで 

第１０号 便所に備え付ける手ぬぐい等は、清

潔なものとし、宿泊者ごとに取り替えるこ

と。 

第１１号 （略） 

 

第５条から第６条まで （略） 

 

第７条 旅館業法施行令（昭和３２年政令第１５

２号。以下「政令」という。）第１条第１項第８

号の規定による旅館・ホテル営業の施設の構造

設備の基準は、次のとおりとする。 

 第１号から第６号まで （略） 

 第７号 浴室は、次の基準によること。 

ア 共同用の浴室又はシャワー室を設ける場合

には、宿泊定員及び利用形態等を勘案し、十



 

（ア）原則として男女別とし、各１箇所以上を

有すること。 

（イ）宿泊定員及び利用形態等を勘案し、十分

な広さの脱衣室をそれぞれ付設すること。 

イ 浴室又はシャワー室（脱衣室を含む。） の

内部が外から見通せない構造とすること。 

ウ 浴槽水を循環させる場合には、次の構造設

備の基準によること。 

（ア）から（カ）まで （略） 

 第８号から第１０号まで （略） 

 

第８条から第１２条まで （略） 

 

   附 則  

この条例は、令和４年１月１日から施行する。 

 

分な広さの脱衣室を付設すること。 

 

 

 

 

 

イ ろ過器等を使用して浴槽水を循環させる場

合には、次の構造設備の基準によること。 

（ア）から（カ）まで （略） 

 第８号から第１０号まで （略） 

 

第８条から第１２条まで （略） 

 

 

 


